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大
豆
は
油
脂
や
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含
む
農

産
物
で
あ
り
、日
本
で
は
、豆
腐
、納
豆
、味
噌
、醤

油
と
い
う
独
特
の
大
豆
食
品
が
発
達
し
て
き
た
。こ

れ
ら
の
大
豆
食
品
は
米（
ご
飯
）と
と
も
に
食
べ
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、大
豆
食
品
は「
日
本
型
食
生
活
」

の
重
要
な
部
分
を
形
成
し
て
い
る
。し
か
し
、周
知

の
通
り
日
本
は
大
豆
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存

し
て
お
り
、食
料
自
給
率
向
上
が
政
策
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、大
豆
は
麦
、飼
料
作
物
と

と
も
に
自
給
率
向
上
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

一 　
　
大
豆
の
需
給
構
造

　・

　

日
本
の
大
豆
需
要
量
は
油
脂
需
要
を
中
心
に
戦

後
大
幅
に
増
加
し
、一
九
九
八
年
の
総
需
要
量（
四

八
七
万
ト
ン
）
は
六
〇
年
に
比
べ
三
・
二
倍
に
な

っ
て
い
る
。
九
八
年
の
大
豆
総
需
要
量
の
七
四
％

（
三
六
二
万
ト
ン
）
は
油
脂
用
で
あ
り
、
大
豆
油
を

搾
っ
た
あ
と
の
残
り
か
す
は
大
豆
か
す
と
し
て
畜

産
の
飼
料
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
産
大
豆
は
油

脂
用
と
し
て
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
油
脂
用
大
豆

は
す
べ
て
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。

　

食
用
大
豆
の
需
要
量
は
一
、〇
一
八
千
ト
ン（
九

八
年
、
総
需
要
量
の
二
一
％
）
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
、
豆
腐
用
四
九
五
千
ト
ン
、
味
噌
・
醤
油
用

一
八
八
千
ト
ン
、
納
豆
用
一
二
八
千
ト
ン
、
煮
豆
・

惣
菜
用
三
三
千
ト
ン
で
あ
る
。
味
噌
、
醤
油
の
生

産
量
は
減
少
し
た
も
の
の
、
納
豆
、
豆
腐
の
生
産

量
が
増
大
し
た
た
め
、
食
用
大
豆
の
九
八
年
の
需

要
量
は
六
〇
年
に
比
べ
六
割
増
加
し
て
い
る
。

　

増
加
し
た
大
豆
需
要
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
大
豆
に

よ
り
供
給
さ
れ
て
き
た
。
九
八
年
の
大
豆
の
輸
入

量
は
四
七
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
主
な
輸
入
先
は
、

米
国
（
三
七
四
万
ト
ン
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
五
二
万
ト

ン
）
で
、
こ
の
二
国
で
九
割
を
占
め
て
い
る
。
需

要
増
大
の
な
か
で
輸
入
が
増
大
す
る
一
方
で
国
内

生
産
が
減
少
し
た
た
め
、
大
豆
の
自
給
率
は
六
〇

年
に
二
八
％
（
五
五
年
は
四
一
％
）
で
あ
っ
た
が
、

九
八
年
に
は
わ
ず
か
三
％
に
低
下
し
て
い
る
。
油

脂
用
を
除
い
た
食
用
大
豆
に
限
っ
て
も
、
六
〇
年

に
六
四
％
あ
っ
た
自
給
率
は
九
八
年
に
は
一
五
％

に
な
っ
て
い
る
。

　

二 　
　
国
産
大
豆
の
生
産
動
向

　・

　

大
豆
は
明
治
・
大
正
期
に
は
四
〇
〜
五
〇
万　
��

作
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
輸
入
自
由
化
等

に
よ
り
大
豆
栽
培
は
縮
小
し
続
け
、
七
七
年
に
は

七
九
千　

ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
後
、
米
の
生
産

��

調
整
に
よ
り
転
作
大
豆
が
増
加
し
た
た
め
八
七
年

に
は
一
六
三
千　

ま
で
回
復
し
た
が
、
農
家
の
高

��

齢
化
、
価
格
低
下
等
に
よ
り
再
び
減
少
に
転
じ
、

九
八
年
に
は
一
〇
九
千　

と
な
っ
て
い
る
。

��

　

大
豆
は
米
と
生
育
時
期
が
重
な
り
、
水
は
け
の

悪
い
水
田
で
は
栽
培
が
困
難
で
あ
る
等
の
理
由
で

か
つ
て
は
畑
で
の
作
付
け
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、

七
〇
年
代
以
降
の
減
反
政
策
の
な
か
で
大
豆
は
転

作
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
在
で
は
水
田

で
の
生
産
が
畑
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

大
豆
収
穫
農
家
戸
数
は
六
〇
年
当
時
は
二
、
四

四
九
千
戸
あ
り
、
全
農
家
の
ほ
ぼ
四
割
は
大
豆
を

生
産
し
て
い
た
が
、
九
五
年
の
大
豆
収
穫
農
家
数
は

四
五
四
千
戸（
農
業
セ
ン
サ
ス
、販
売
農
家
の
み
）で
、

大
幅
に
減
少
し
た
。
し
か
も
、
大
豆
を
販
売
し
て
い

る
農
家
は
収
穫
農
家
の
一
五
％
の
六
七
千
戸
で
、
ほ

と
ん
ど
は
自
家
消
費
用
で
あ
る
。経
営
規
模
別
に
み

る
と
、
〇
・
一　

未
満
が
全
体
の
八
五
％
を
占
め
、

��

〇
・
五　

以
上
は
二
％
程
度（
八
千
戸
、う
ち
四
割

��

は
北
海
道
）に
過
ぎ
ず
、
一
戸
当
た
り
の
平
均
作
付

面
積
は
わ
ず
か
六
ａ
で
極
め
て
零
細
で
あ
る
。
北
海

道
の
平
均
規
模
は
九
五
ａ
で
あ
る
が
、そ
れ
で
も
米

国
の
平
均
作
付
面
積
の
八
〇
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

　

三 　
　
生
産
費
と
価
格
の
動
向

　・

　

経
営
の
零
細
性
に
よ
り
、
日
本
の
大
豆
の
生
産

コ
ス
ト
は
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
〇
・
一　
��

以
上
の
大
豆
農
家
の
平
均
生
産
費
は
一
六
、
一
九

一
円
（
九
七
年
産
、
六
〇�　�
当
り
）
で
あ
る
が
、

��

九
七
年
産
の
基
準
価
格
（
農
家
手
取
価
格
）
は
一

四
、
一
六
〇
円
で
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト
が
基
準
価

格
を
下
回
っ
て
い
る
の
は
一
・
五
〜
三
・
〇　

の
��

農
家
だ
け
で
あ
る
。
一
日
当
り
の
平
均
所
得
は
一

〇
、
四
五
四
円
で
あ
り
、
〇
・
三　

未
満
の
農
家

��

は
三
、
六
〇
三
円
に
過
ぎ
な
い
。
一
〇
ａ
当
た
り

の
平
均
所
得
は
二
三
、
四
〇
五
円
で
あ
り
、
大
豆

調
査
・
研
究
紹
介

国
産
大
豆
生
産
の
動
向
と
課
題
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を
三
〇
ａ
作
っ
て
も
農
家
の
所
得
は
七
〇
、
二
一

五
円
に
過
ぎ
な
い
。
水
田
の
場
合
は
転
作
奨
励
金

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
高
コ
ス
ト
低
収
益
で
あ

っ
て
も
農
家
は
大
豆
栽
培
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

国
産
大
豆
の
価
格
は
、
八
〇
年
代
後
半
よ
り
大

豆
加
工
業
者
が
国
産
大
豆
使
用
製
品
を
差
別
化
商

品
と
し
て
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
九
三

年
に
は
一
三
、
四
七
三
円
／
六
〇　

ま
で
上
昇
し

��

た
が
、
そ
の
後
、
生
産
が
増
大
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
九
七
年
は
八
、
四
〇
三
円
／
六
〇　

に
低
下
し

��

て
い
る
。
一
方
、
輸
入
大
豆
の
価
格
は
、
七
〇
年

代
初
頭
に
は
国
際
的
な
大
豆
不
作
の
影
響
で
高
騰

し
た
が
、
そ
の
後
は
、
円
高
等
に
よ
り
低
下
傾
向

に
あ
り
、
九
八
年
の
平
均
輸
入
単
価
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価

格
）
は
六
〇　

当
た
り
二
、
一
七
五
円
で
あ
っ
た
。

��

　

品
質
差
が
あ
る
た
め
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い

が
、
国
産
大
豆
の
価
格
は
Ｉ
Ｏ
Ｍ
大
豆
（
米
国
産
・

食
品
用
）
と
比
べ
て
三
〜
五
倍
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
大

豆
（
品
種
を
特
定
し
た
大
豆
）
と
比
べ
る
と
約
二

倍
の
水
準
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
営
規
模
に
よ
る
生

産
性
の
差
、
収
量
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
容

易
に
縮
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
差
で
あ
る
。

四 　
　
交
付
金
制
度
の
沿
革
と
制
度
改
革
の
内
容

　・
　

大
豆
な
た
ね
交
付
金
制
度
は
大
豆
の
輸
入
自
由

化
（
一
九
六
一
年
）
に
伴
っ
て
発
足
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
交
付
金
制
度
で
は
、
農
家
が
登
録
集

荷
業
者
（
農
協
等
）
に
大
豆
の
売
渡
し
の
委
託
を

行
い
、
全
国
団
体
（
全
農
等
）
が
そ
れ
を
取
り
ま

と
め
、
卸
問
屋
等
に
入
札
方
式
に
よ
り
販
売
す
る
。

そ
の
入
札
価
格
（
販
売
価
格
、
九
七
年
は
八
、
六

〇
四
円
）
か
ら
流
通
経
費
（
同
一
、
六
〇
二
円
）

を
差
し
引
い
た
標
準
販
売
価
格
（
同
六
、
八
〇
一

円
）
と
基
準
価
格
（
同
一
四
、
一
六
〇
円
）
の
差

額
（
同
七
、
三
五
九
円
）
を
生
産
者
に
支
払
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

交
付
金
対
象
の
大
豆
は
、
ピ
ー
ク
時
の
八
五
年

で
も
総
生
産
量
の
五
六
％
で
あ
り
、
九
七
年
は
三

七
％
で
あ
っ
た
。
交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
大
豆
が
多
い
の
は
、
地
場
の
大
豆
加
工
業
者
等

に
直
接
販
売
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
農
家
が

転
作
奨
励
金
を
得
る
た
め
販
売
を
目
的
に
せ
ず
に

植
え
自
家
消
費
し
て
い
る
た
め
（
あ
る
い
は
捨
て

作
り
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、「
新
た
な
大
豆
政
策
大
綱
」
に
基
づ
き
不

足
払
い
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
今
年
か
ら
交
付

金
が
定
額
制
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
ど
ん
な
大

豆
で
あ
ろ
う
と
も
検
査
で
一
定
の
品
質
評
価
が
得

ら
れ
れ
ば
基
準
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
新
制
度
で
は
、
市
場
で
評
価
の
高
い
大
豆
を

生
産
し
た
生
産
者
は
高
い
価
格
が
得
ら
れ
、
逆
に

市
場
評
価
の
低
い
大
豆
の
生
産
者
は
低
い
手
取
り

価
格
し
か
得
ら
れ
ず
、
市
場
評
価
を
農
家
手
取
り

価
格
に
直
接
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。
大

豆
の
価
格
形
成
に
市
場
原
理
を
導
入
し
農
家
の
品

質
向
上
意
欲
を
高
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
あ
る

が
、
国
産
大
豆
の
供
給
量
が
増
え
米
国
産
Ｉ
Ｏ
Ｍ

大
豆
の
水
準
ま
で
下
が
っ
た
場
合
は
、
た
と
え
交

付
金
が
あ
っ
て
も
農
家
の
手
取
り
価
格
は
生
産
コ

ス
ト
を
下
回
り
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
低
下
す
る

可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

六 　
　
課
題
と
展
望

　・

　

五
〇
〇
万
ト
ン
近
い
大
豆
需
要
量
を
全
て
を
国

産
で
ま
か
な
お
う
と
す
る
と
二
五
〇
万　

の
農
地

��

が
必
要
で
あ
り
（
単
収
二
〇
〇　

／
一
〇
ａ
で
計

��

算
）、油
糧
用
の
大
豆
を
輸
入
に
依
存
し
大
豆
か
す

を
畜
産
飼
料
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
現
在
の
供

給
体
制
は
、
あ
る
意
味
で
は
日
本
に
と
っ
て
合
理

的
で
あ
る
。結
局
、食
用
大
豆
一
〇
〇
万
ト
ン
の
う

ち
ど
の
程
度
国
産
で
賄
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、現
在
、水
田
二
七
〇
万　

の
う
ち
一
〇
〇
万

��

　

近
く
を
減
反
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
五
分
の
一

��の
二
〇
万　

に
大
豆
を
作
付
け
す
れ
ば
四
〇
万
ト

��

ン
の
大
豆
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、生
産
コ
ス

ト
の
低
減
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
柱
は
団
地
化
と
機

械
化
で
あ
る
。現
在
の
一
戸
当
り
六
ａ
の
作
付
面
積

と
い
う
の
は
、水
田
の
片
隅
や
小
さ
な
畑
で
細
々
と
大

豆
栽
培
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、こ
れ
で

は
機
械
化
が
困
難
で
、集
落
等
で
調
整
し
て
せ
め
て

水
田
の
一
区
画
三
〇
ａ
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
も
限
度
が
あ
り
、
制

度
的
に
価
格
を
支
え
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要

に
な
る
。
次
期
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
は
農
業
保
護
の
削

減
が
交
渉
テ
ー
マ
に
の
ぼ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

日
本
農
業
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
必
要
な
財
政

支
出
で
あ
る
こ
と
を
堂
々
と
主
張
す
る
必
要
が
あ

る
。
日
本
の
大
豆
生
産
は
比
較
劣
位
産
業
で
あ
り
、

も
し
自
由
貿
易
原
理
に
任
せ
た
ら
日
本
に
は
特
殊

な
用
途
の
大
豆
生
産
し
か
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
で
あ
ろ
う
。　　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
徹
朗
）


